
沖縄県公安委員会定例会会議録（令和６年５月９日）

１ 主な報告等

⑴ 令和６年初任科学生による野外総合訓練の実施結果について

委員から、学生が一体となって訓練に臨むことで連帯感が生まれる大変良い取組

である。テレビ報道で今回の訓練の様子を観て、警察官を志望する若者が増えるこ

とにも期待したい旨の発言があった。

⑵ ストーカー加害者に対する更なる対策の強化について

委員から、加害者に対する定期的な状況確認の実施は大変良い取組であり、今後

も継続して取り組んでいただきたい。ＤＶ、ストーカー等については、警察だけで

対処するのは困難な面もあることから、関係機関等と連携して対応していただきた

い旨の発言があった。

⑶ 名護市内における器物損壊事件被疑者の検挙について

委員から、少年犯罪については、関係機関と連携して犯罪に手を染める前の未然

防止対策に努めていただきたい旨の発言があった。

⑷ ＧＷ期間中の水難事故防止対策等について

委員から、宮古島警察署による宮古馬を活用した海浜警らは、インパクトのある

効果的な広報啓発であったと思う。今後も、水難事故を防止するために創意工夫を

凝らした広報啓発活動に努めていただきたい旨の発言があった。

⑸ 特殊事案発生時における対処能力向上訓練の実施について

委員から、人質立てこもり事案発生時における交渉役の役割は、極めて重要であ

ることから、優秀な人材を育成していただきたい旨の発言があった。

⑹ ゴールデンウィーク期間中の交通事故発生状況等について

委員から、これから夏場に向けて更に観光客等の増加が予想されるため、交通安

全活動の充実を図り、安全で快適な交通社会の実現に努めていただきたい旨の発言

があった。

⑺ その他

警察本部から、ゴールデンウィーク期間中の水難事故及び交通事故の発生状況を

踏まえ、夏の観光シーズンに向けて、観光客等に対する訴求性のある情報発信等を

実施して各種事故防止対策に努めていきたい旨の発言があった。

２ 主な決裁等

⑴ 警務部

・ 公安委員会あて苦情の受理



・ 令和６年度留置施設実地監査計画について

・ 令和６年度警察職員定例表彰式について

・ 審査請求関係

⑵ 生活安全部

・ 少年指導委員の委嘱について

⑶ 交通部

・ 自動車運転免許の行政処分

・ 交通の安全確保に向けた取組について

⑷ 警備部

・ 警察職員の援助要求及び警備情勢について


